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●特に表記のない場合、商品に関する問合せ先は全国有名刃物店となります。

ナ イ フ の 魅 力 を 余 す と こ ろ な く 網 羅 し た 専 門 誌

Knife Magazine 2016

年鑑 ナイフマガジン
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世
界
で
人
気
の
菊
ナ
イ
フ

　

菊
ナ
イ
フ
の
勢
い
が
止
ま
ら
な
い
！

　

ご
存
知
の
通
り
、
キ
ク
さ
ん
こ
と
松
田
菊
男

さ
ん
は
日
本
の
ナ
イ
フ
シ
ョ
ウ
で
、
い
つ
も
大

勢
の
フ
ァ
ン
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
凄
い
の
が
海
外
で
の
人
気
。
会
社
も

し
く
は
個
人
に
よ
ら
ず
、
ナ
イ
フ
業
界
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
ナ
イ
フ
フ
ァ
ン
、
仕
事

で
ナ
イ
フ
を
使
う
法
執
行
機
関
な
ど
関
係
各
所

の
方
々
ま
で
、
キ
ク
さ
ん
を
見
つ
け
る
と
握
手

を
求
め
て
く
る
。
欧
米
で
は
軽
率
に
相
手
を
誉

め
た
り
は
し
な
い
。
実
力
が
伴
な
っ
て
い
て
尊

敬
に
値
す
る
か
ら
こ
そ
、
み
な
心
か
ら
賛
辞
を

述
べ
る
。
一
過
性
の
流
行
な
ど
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
だ
。

　

K
I
K
U 

K
N
I
V
E
S
主
宰
、
松
田
菊

男
さ
ん
。
日
本
ナ
イ
フ
の
生
産
地
で
あ
る
岐
阜

県
関
市
で
、
40
年
以
上
ブ
レ
イ
ド
削
り
職
人
と

し
て
活
躍
。
各
メ
ジ
ャ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
フ

ブ
レ
イ
ド
研
削
を
担
当
。そ
の
敏
腕
ぶ
り
か
ら
、

そ
の
存
在
が
世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

叩
き
上
げ
の
削
り
技
術
。

　

技
一
筋
で
世
界
に
名
声
を
轟
か
す
刃
物
削
り

職
人
。

　

ど
ん
な
形
状
で
あ
っ
て
も「
素
晴
ら
し
い
刃

付
け
が
可
能
」と
い
う
面
で
、
日
本
を
代
表
す

る
技
術
者
だ
。

　

そ
の
類
希
な
経
験
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
活
か

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
菊
ナ
イ
フ
を
立
ち

上
げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
展
開
。
ホ
ロ
ー
に

フ
ラ
ッ
ト
、
困
難
な
ハ
マ
グ
リ
刃
を
も
自
在
に

操
り
、
さ
ら
に
各
種
の
削
り
を
自
在
に
組
み
合

わ
せ
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
織
り
な
す
！ 

オ

リ
ジ
ナ
ル
作
に
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
な
ど
、
菊
ナ

イ
フ
に
世
界
が
注
目
し
て
い
る
の
だ
。

技
術
と
感
性
が
、魅
力
の
作
品
を
生
む

　

ブ
レ
イ
ド
の
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
模
様
。そ
し
て
、

通
称“
マ
ツ
カ
サ
削
り
”と
い
う
ハ
ン
ド
ル
の
滑

り
止
め
。菊
ナ
イ
フ
作
品
は
形
状
が
違
っ
て
も
、

一
貫
し
て
独
特
の
意
匠
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

い
つ
も
同
じ
な
の
だ
か
ら
、
時
間
が
経
つ
ほ

ど
に
飽
き
そ
う
に
思
え
る
。
が
、
し
か
し
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、こ
の
ナ
イ
フ
を
持
つ
こ
と
が「
ナ

イ
フ
好
き
に
と
っ
て
の
ス
テ
イ
タ
ス
」で
あ
る

か
の
如
く
、
菊
ナ
イ
フ
を
求
め
る
人
が
増
え
続

け
て
い
る
。
ビ
ギ
ナ
ー
だ
け
な
ら
ば
一
過
性
の

人
気
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
世
界
中
に
リ

ピ
ー
タ
ー
が
多
く
い
る
の
だ
。

　

そ
の
理
由
は「
機
械
に
真
似
で
き
な
い
ワ

ザ
！
」に
尽
き
る
よ
う
だ
。

　

キ
ク
さ
ん
の
研
削
の
特
殊
技
能
で
作
ら
れ
る

ナ
イ
フ
と
し
て
の
魅
力
そ
の
も
の
が
多
く
の
人

を
惹
き
つ
け
て
止
ま
な
い
の
だ
。

　

現
代
、
機
械
で
出
来
な
い
事
は
ほ
と
ん
ど
無

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
キ
ク
さ
ん
の「
削
り
」は

蒼龍
Soryu
全長 560㎜、ブレイド長 390㎜、ブレイド材
OU、ハンドル材マイカルタ。価格 158,000 円。

全長 500㎜超の超大型作品。ナイフと言う
より中世ヨーロッパの剣を彷彿させるデザ
イン。ポイントからの緩い“S”字ラインが、
一転逆 R ラインへ移行。ブレイドの 3/5
位置に現れた、セカンドポイントが印象的。
鋼材厚 8.2㎜。

世界的な人気を誇る KIKU KNIVES。
その原動力は、圧倒的な切削技術に裏打ちされた

実用性とデザインの妙。
そして途切れることのない新作リリース。

今年はフォールダーも登場！
日本発の最強ナイフは、ますます磨きがかかっている！

●文・写真：長谷川朋之
	 Text & Photos: Tomo Hasegawa

KIKU KNIVES

松田菊男
世界的人気を誇る

“Made in Japan”の最強ナイフ!!

2016
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タクティカルナイフというジャンルが定
着しだしたのは1990年代後半だった。そ
れまでのコンバットナイフやサバイバル
ナイフという分野の実用性が急速に高め
られて再構築。過度な装飾や無駄を省い
た“質実剛健”ナイフとして新たにスタ
イルが確立されたのだった。それから約
20年。タクティカルナイフの進化の歴史
を、数々の名作の写真とともに振り返る。

Tactical Knife Chronicleタクティカルナイフ
進化の歴史

●文・写真：長谷川朋之
	 Text & Photos: Tomo Hasegawa

22
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アトランタ・ブレイドショウ2016
カスタムナイフの魅力は、そのメイカーの人となりを知ることによって倍増する。

有名ナイフメイカーやその作品に出会うことの出来る“世界最大のナイフショウ”、それがジョージア州
アトランタで開催される“ブレイドショウ”である。

文・写真：ヒロ・ソガ　TEXT＆PHOTOS:HIRO SOGA

ご存知、松田菊男さん。オークションに寄付した
ナイフと、これを競り落としたオーナー氏。

アーネスト・エマーソン氏のセミナーは、“現代におけるサバ
イバル”。

Crusader Forge 
”FIFP EX Tanto”

Rick Hinderer 
“XM-18 Skinner Blade”

会場の外では、有名メイカーによるセミナーが行われている。
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（　　　）「感性」を
刺激するナイフ

My First Knife 2016
文・写真：長谷川朋之

Text & Photos: Tomo Hasegawa

子どもたちにナイフを与えると、
たちまち目を輝かせて「切る」ことを楽しみ始めた。

使う喜びをストレートに表現する彼らに
ダイレクトに響くナイフの数々を紹介しよう

58
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162

特別編

【
ニ
ッ
ポ
ン
・
ラ
イ
フ
見
聞
録
】

自
然
と
共
に
生
き
る
刃
物

●
文
・
写
真
：
田
中
康
弘

日
本
は
国
土
の
七
割
以
上
を
森
で
覆
わ
れ
た
森
林
国
家
で
あ
る
。
長
い
歴
史
は
こ
の
森
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た
。

食
料
も
水
も
材
料
も
思
想
文
化
ま
で
も
が
そ
の
源
を
森
か
ら
発
し
て
き
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
に
深
い
関
係
を
持
つ
日
本
人
と
森
、

そ
の
仲
立
ち
を
果
た
し
た
の
は
道
具
と
し
て
の
刃
物
で
あ
る
。
山
仕
事
か
ら
始
ま
り
各
現
場
で
活
躍
す
る
刃
物
と
人
々
の
生
活
を
見
て
い
く
。
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